"Ocasina", a flute made of prastic film case by 大森, 康正 & Ohmori, Yasumasa
フイルム・ケースの笛"オカシーナ"を作る



































































































笛 最低 最高 Hzに換算 (概算) 波長nuI(概算)
Ⅰ +1F ～ +2#F 704 - 1,496 48.3 - 22.7
Ⅲ +1C ～ +2#C 528 - 1,122 64.4 - 30.3
VA +2C ～ +2F 1,056 - 1,408 32.2 - 24.1
VB +2#C ～ +2F 1,122 - 1,408 30.3 - 24.1





















4. "チョウチョ チョウチョ ナノハナにとまれ--
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フイルム ･ケースの笛 "オカシーナ"を作る(大森)
5.故郷 "ウサギ追いし､彼の山･･-"
口笛を吹くように､好みのメロディーを吹かせ､オカシーナになじませるようにした｡
あとがき
今年 (2004年)の新潟中央短期大学ミュージカルのお土産にこのオカシーナはどうだろ
う､という寺川悦男学科長の勧めで､至急フイルム ･ケースを集め､家具製造工場のルー
ター (電動機械)で穴を開けてもらい､オカシーナを約2,000個作った｡手なれた技術者
は10分間にルーターで200個以上も吹口を開けた｡筆者は通常のボール盤にミニホルソー
を取り付け､4､5個穴を開けたが､刃に摩擦熱で熔けたプラスチックがノリのように絡
んで切れなくなった｡
この笛には唄口や指穴がなく､オカリーナとは異なり､ "オカシーナ"と名付けた｡す
るとオカシーナにお菓子 (飴玉)を入れてリボンを付け､ミュージカルのお菓子をプレゼ
ントするシーンに合せ､会場の子ども達にプレゼントしようという提案が出された｡
笛吹きの経験のない人は先ず音を出す練習から始めなければならないが､笛の音さえ出
れば救急車の警笛､汽車の汽笛､カッコウやウグイス､ホトトギスの鳴き声などすぐ出せ
るようになる｡さらにカッコウワルツの一節などのメロディーが吹ければ口笛を吹くよう
に次ぎ次ぎとさまざまなメロディーを楽しめるようになる｡
音色はチューナー (KORGMT-1200)で測 り､Hz(ヘルツ)を換算し､それに基づ
いて波長を計算した｡波長とオカシーナや他の笛の形状を比べたが､音色と関わる主たる
部位 (長さ)を推測することができなかった｡
最近デジカメの普及でフイルム ･ケースが急に少なくなってきた｡フイルム ･ケースに
代えてヤクルトや飲むヨーグルトの空き瓶や切った塩ビ管でその効果を試している｡
まとめ
1.フイルム ･ケースで楽器を作り､ "オカシーナ"と名付けた｡
2.オカシーナは約1オクタ-ヴの音域があり､メロディーを吹いて楽しむことが出来た｡
3.蓋の一端をケースの端につけて､蝶番扉を開くように開くと､音色がスライドして高
くなり､蓋のわずかな開き方で音階が作れた (写真 1-3)｡
4.オカシーナ演奏のマニュアルを示した｡
5.吹口をキリて､リーマー､棒ヤスリで開け､手作りした｡
6.量産するに家具工場のルーターを使用した｡
オカシーナに関心を寄せられた寺川悦男学科長､種々のご意見を頂いた坂内寿子助教授､
-｢-27-
暁星論叢第54号(2004)
村木薫講師､永井裕紀子講師に感謝します｡また､ "オカシーナ"の命名には図書館の松
本加津代さんの関わりがあり､大量のプラスチック･ケース集めには長沼写真店､カメラ
の川口､カメラ･アートのご協力､吹口作りには吉田家具工業KKの大湊正衛技師によるこ
とを記してここに謝意を表します｡
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